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1,17５回計測し、減らした生ごみ重量は308kg以
上、減少率は68%以上だ。ただ漫然と生ごみ処
理機を使うだけより、測って見える化すること
で、よりモチベーションが上がった。食べ残し
などを出してしまうと、測るときに目の当たり
にするので、できる限り食品ロスを出さないよ
うにしようと心がけるようになった。

９．おわりに
　なぜ食品ロスを減らす必要があるのか。経
済・環境・社会のそれぞれの面から見るとわか
りやすい。世界では食品ロスの経済的負担は2.6
兆ドルにものぼる。環境負荷となる温室効果ガ
スは、世界全体の食品ロスを仮に 1つの国にた
とえれば、中国、米国に次いで、第 3の排出源
となる。失われる2.6兆ドルを世界経済に投入
すれば、多くの人の雇用ができ、医療や福祉、
教育の機会を与えることができる¹⁴。食品ロス
削減は、雇用を生み出すことが出来ることにも
なり、ひいては生き方改革でもあるのだ。それ
くらい、大きな影響力のあるものだと認識し、
細く、長く、楽しく、取り組んでいってほしい。
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５．賞味期限と消費期限、本当に理解し
て実践しているのか

　報告書P41では、食品ロス削減に向けて住民
に期待することの 2位に「賞味期限や消費期限
の理解」が挙げられた。
　報告書P５7の賞味期限と消費期限の認知を見
ると、 8割が、両方とも意味を理解していると
ある。
　だが、報告書P５4のまだ食べることができる
食品を捨てた理由をみると、「消費期限が切れ
てしまった」場合の廃棄率と、缶詰・レトルト
食品・乾麺などの「賞味期限が切れてしまった」
場合の廃棄率は同じくらいで、実に過半数が捨
てている。缶詰は 3年間の賞味期間があり、パ
スタなどの乾麺やレトルト食品も年単位で日持
ちするにもかかわらず、捨てている。賞味期限
と消費期限の違いを本当に理解しているとは言
い難い。

６．恵方巻の廃棄を見て「もったいない」
と思うだけでは足りない

　報告書P５５では、食べ物について「もったい
ない」と感じる状況について、「生産しすぎて
廃棄される食品のニュースや記事（恵方巻の廃
棄等）を見たとき」が68.8%で 1 位だった。
　報告書P41では、食品ロス削減に向けて住民
に期待することの 1位として「食品ロスの現状
を知る」が挙げられていたが、恵方巻の廃棄が
なぜ起こるのか、住民自身にどう影響するのか
理解されているだろうか。「もったいない」と
思うだけでは状況は変わらない。その背景には、
小売業は商品が売り切れてしまわないように多
く仕入れるが、その際、製造業が納品できない
と「欠品ペナルティ（欠品粗利補償金）」を製
造業に求めたり、取引停止を言い渡したりする
商慣習がある。取引を続けるために、製造業界
では作り過ぎざるを得ないという構造があるの
だ。また、コンビニやスーパーで売れ残った恵
方巻を処理するコストは100%を店が負担して
いると思っている消費者も多いのではないだろ
うか。実際には、売れ残り食品は「事業系一般

廃棄物」に区分され、家庭ごみと一緒くたにさ
れて焼却処分する自治体が多い。つまり、住民
が納税した税金を使って処分されるということ
である。東京都世田谷区では、その処理コスト
は1kgあたり５7円と、決して安価ではない¹¹。
自治体の財源は、家計管理と同様、限られた予
算の中でやりくりする必要がある。毎日売れ残
った食べ物を燃やすために使っているのでは、
せっかく納めた税金がもったいない。それ以外
の分野にも税金を費やし、市民が雇用や教育、
医療や福祉のチャンスを受けられるようにしな
ければならない。

７．先進自治体、京都市は２0２0年度のご
み少ないランキングで１位

　全国の政令指定都市の中でも、家庭ごみが最
も少ない京都市。2022年 3 月29日に環境省が発
表した報告によれば、人口５0万人以上の自治体
の中で、一人 1日あたりのごみ排出量が最も少
ない自治体となった¹⁰,¹²。京都市の取組につい
ては報告書P71-77に詳しく書いてあり、自治
体のロールモデルなので、ぜひ読んでいただき
たい。筆者も2016年に出版した拙著『賞味期限
のウソ』¹³で、当時から進んでいた京都市の取
組について 9ページを費やして説明した。

８．測る・見える化が削減のキーポイント
　報告書P114には、目標・指標設定による取
組の重要性について書かれている。かつて「は
かるだけダイエット」が流行ったが、これは自
身の体重を記録し、客観的に眺めることで、体
重管理が意識にのぼり、行動変容し、成果に結
びつくというものだった。同様に、食品ロス削
減において、家庭においても事業系においても
「測る」「見える化する」というのは削減の大き
なポイントである。
　筆者は埼玉県川口市の廃棄物対策審議会委員
を2017年 7 月より務めている。2017年 6 月から
2022年 4 月現在までの ５年近く、家庭用生ごみ
処理機を使って生ごみを乾燥させ、乾燥前後の
重量変化を計測して記録している。これまで


